「満州事件費」はどのように使われたか（3） by 平井 廣一































































































































































































































































野 戦 重 砲 兵 第 ２ 連 隊 中 １ 大 隊
（第３師団）










（C13070915300），「第九師団　　上海事変戦闘詳報 上海付近の会戦　自昭和7.2.20  至昭和7.3.5」（C13050041300）第１章，「第一次上海事変に於ける第九師
団の行動の概要」（C14030571400）第１章。
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歩兵第７連隊（金沢） 本部 第１〜第３大隊 第１〜３中隊　第５〜第７中隊　第９〜第11中隊 機関銃隊
歩兵第35連隊（富山） 本部 第１〜第３大隊 第１〜３中隊　第５〜第７中隊　第９〜第11中隊 機関銃隊
歩兵第18旅団
（司令部：敦賀）
歩兵第19連隊（敦賀） 本部 第１〜第３大隊 第１〜３中隊　第５〜第７中隊　第９〜第11中隊 機関銃隊
歩兵第36連隊（鯖江） 本部 第１〜第３大隊 第１〜３中隊　第５〜第７中隊　第９〜第11中隊 機関銃隊
騎兵第９連隊（金沢） 本部 第１・第２中隊














歩兵第14連隊 小倉 第１〜第３大隊 第１〜第３　第５〜第７　第９〜第11中隊 機関銃隊
歩兵第24連隊 福岡 第１〜第３大隊 第１〜第３　第５〜第７　第９〜第11中隊 機関銃隊
歩兵第24旅団司令部 久留米
歩兵第46連隊 大村 第１〜第３大隊 第１〜第３　第５〜第７　第９〜第11中隊 機関銃隊






野砲兵第24連隊 久留米 第１〜第３大隊 第１・第２・第４・第５・第７・第８中隊
野戦重砲兵第５連隊 小倉 第１・第２大隊 第１〜第６中隊
野戦重砲兵第６連隊 小倉 第１・第２大隊 第１〜第６中隊







































































































































































































































































































































































































































































































































































































俸給 − − 1,785,416 （9.3） 1,785,416 （5.4） 1,127,892 （2.0） 1.58 1,021,413 （2.1） 281,539 （13.5）
需品費 316,696 （2.3） 1,200,563 （6.3） 1,517,259 （4.6） 3,237,404 （5.6） 0.47 2,833,386 （5.8） 178,137 （8.6）
郵便電信費 − − 202,167 （1.1） 202,167 （0.6） 264,385 （0.5） 0.76 258,525 （0.5） 18,223 （0.9）
糧秣費 222,188 （1.6） 2,733,359 （14.3） 2,955,547 （9.0） 6,214,976 （10.8） 0.48 5,386,052 （11.1） 283,150 （13.6）
被服費 295,274 （2.2） 791,819 （4.1） 1,087,093 （3.3） 3,357,190 （5.8） 0.32 2,805,427 （5.8） 24,782 （1.2）
兵器費 4,380,670 （32.0） 2,358,875 （12.3） 6,739,545 （20.5） 17,048,863 （29.6） 0.40 14,892,710 （30.7） 87,606 （4.2）
　　銃砲弾薬費 1,707,330 （12.5） … … … … … …
　　航空機材 1,080,740 （7.9） … … … … … …
　　工兵器材 1,592,600 （11.6） … … … … … …
馬匹費 109,482 （0.8） 1,123,374 （5.9） 1,232,856 （3.8） 1,250,557 （2.2） 0.99 967,986 （2.0） 3,000 （0.1）
演習費 − − 35,701 （0.2） 35,701 （0.1） 60,360 （0.1） 0.59 41,781 （0.1）
患者費 76,208 （0.6） 551,199 （2.9） 627,407 （1.9） 1,135,333 （2.0） 0.55 1,012,983 （2.1） 30,914 （1.5）
運輸費 729,486 （5.3） 4,060,302 （21.2） 4,789,788 （14.6） 8,075,820 （14.0） 0.59 4,616,742 （9.5） 140,717 （6.8）
　　鉄道賃 74,261 （0.5） … … … …
　　船舶賃 582,000 （4.2） … … … …
　　その他 73,225 （0.5） … … … …
築造費 567,253 （4.1） 1,548,284 （8.1） 2,115,537 （6.4） 2,831,639 （4.9） 0.75 1,708,276 （3.5） 775,528 （37.3）
旅費 281,181 （2.1） 559,800 （2.9） 840,981 （2.6） 1,119,562 （1.9） 0.75 1,047,155 （2.2） 10,665 （0.5）
傭給 − − 238,405 （1.2） 238,405 （0.7） 1,297,579 （2.3） 0.18 1,297,499 （2.7） 72,475 （3.5）
雑費 − − 502,777 （2.6） 502,777 （1.5） 1,040,254 （1.8） 0.48 1,038,295 （2.1） 168,232 （8.1）
機密費 6,640,000 （48.4） 600,000 （3.1） 7,240,000 （22.0） 7,835,000 （13.6） 0.92 7,835,000 （16.2） − −
召集諸費 88,246 （0.6） 344,906 （1.8） 433,152 （1.3） 260,556 （0.5） 1.66 260,556 （0.5） − −
接待費 − − 7,400 （0.0） 7,400 （0.0） 26,050 （0.0） 0.28 25,518 （0.1） 4,700 （0.2）
諸手当 − − 498,601 （2.6） 498,601 （1.5） 353,869 （0.6） 1.41 353,869 （0.7） − −































































需品費 17,575 （8.9） 16,022 （2.6） 9,503 （13.3）
郵便電信費 2,705 （1.4） 6,263 （1.0） 2,536 （3.5）
糧秣費 83,980 （42.6） 128,083 （20.9） 14,253 （19.9）
被服費 7,336 （3.7） 13,352 （2.2） 1,853 （2.6）
兵器費 6,547 （3.3） 7,619 （1.2） 1,851 （2.6）
馬匹費 214 （0.1） 520 （0.1）
演習費 11,000 （5.6） 20,963 （3.4）
患者費 5,848 （3.0） 35,186 （5.7） 24,324 （33.9）
運輸費 2,125 （1.1） 6,258 （1.0）
築造費
旅費 24,504 （12.4） 31,928 （5.2） 3,886 （5.4）
傭給 16,559 （8.4） 21,327 （3.5） 9,755 （13.6）
諸手当 6,314 （3.2） 2,191 （0.4）
接待費 500 （0.3） 500 （0.1）
雑費 7,945 （4.0） 7,030 （1.1） 1,641 （2.3）
召集諸費 100 （0.1）






俸給 142,000 （37.9） 80,000 （53.5）
需品費 8,230 （2.2） 4,000 （2.7）
郵便電信費 3,000 （0.8） 2,000 （1.3）
糧秣費 119,314 （31.9） 28,000 （18.7）
被服費 6,000 （1.6） 7,220 （4.8）
兵器費 6,000 （1.6） 5,000 （3.3）
馬匹費 360 （0.1） 2,000 （1.3）
演習費 10,000 （2.7）
患者費 2,000 （0.5） 2,000 （1.3）
運輸費 20,000 （5.3） 2,000 （1.3）
築造費
旅費 12,888 （3.4） 3,934 （2.6）
傭給 9,354 （2.5） 2,798 （1.9）
諸手当 3,000 （0.8） 1,000 （0.7）
接待費 500 （0.1）
雑費 16,659 （4.5） 9,582 （6.4）
召集諸費 15,000 （4.0）
計 374,307 （100.0） 149,534 （100.0）
出典：1932年3月分＝C04011253300，4月分＝C04011255300
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器費」 （1,000円  %）
1932 1933 1934 1935
兵器廠
「満州事件費」
予算（A） 39,031 19,212 14,780 18,482
決算（B） 36,028 17,532 13,724 18,436
満州事件費中兵器
費
予算（C） 62,025 28,003 24,417 29,383
決算（D） 64,848 36,648 29,220 32,095
（A）/（C）  % 62.9 68.6 60.5 62.9
（B）/（D）  % 55.6 47.8 47.0 57.4
兵器費/満洲事件費（決算）% 34.9 21.8 20.6 19.0
出典：「昭和７年以降陸軍兵器廠歴史　第10編」
表９　満州事件費による1931・32年度兵器調達
金額 （1,000円  %）
1931年度 1932年度
造兵廠へ注文額 4,133 （46.8） 21,253 （62.1）
民間調弁中兵器本廠直接調弁額 4,609 （52.2） 11,231 （32.8）
民間調弁中委託調弁及び官庁注文額 92 （1.0） 1,721 （5.0）

















































38式歩兵銃 1,637 460 1,063











89式旋回機関銃 130 167 142
89式旋回機関銃　銃 1
89式固定機関銃 52 130 159
92式車載13粍機関砲 24
14年式拳銃 5,235 2,812 1,944
14年式拳銃　銃 1




















88式７糎高射砲 32 18 170
11年式平射歩兵砲 1 33
11年式曲射歩兵砲 28 28 6
88式海岸射撃具　砲 3 2
90式軽迫撃砲 2















































































社　　　　名 品　　　　目 数量 金額
１ 三 菱 航 空 機 株 式 会 社
89式軽戦車 38両 2,672
92式大操船機 10台 70









































































ウーズレー CP型自動車放熱函 2 1
同点火栓 148 1
その他とも計 521



























































































































































金額順位 種別 員数 金額 主要機材
１ 戦車 78両 4,970
２ 自動車 480両 3,626 各種乗用自動車　自動貨車　牽引車　救急用車
３ 銃砲弾薬 54門 2,213 軽榴弾砲　金属品　曲射砲　野戦用・航空機用高射機関砲　同弾薬
４ 鉄道器材 1,531 装甲列車　台車　広軌用牽引車　貨車　鉄道橋用器材
５ 通信器材 1,475 各種無線電信機　電話交換機　発電機　電圧計　電流計
６ 光学兵器 1,185 双眼鏡　砲台鏡　砲隊鏡　写真機　観測具
７ 工兵器材 947 操船機　鉄舟　耐重橋　軽門橋　徒橋　艪　組立布舟
８ 皮革製品 733 主要馬具
９ 探照灯 276台 549 150糎　30糎探照灯
10 麻製品 435 馬具　各種袋　天幕
11 電線電纜 302 被覆線　裸線




1929 1930 1931 1932
自動車・自動二輪車及び同部品 432 290 1,099 1,654
銃砲 158 61 1,086 2,414
通信器材 17 21 0 14
戦車及び同部品 567 12 12 34
弾薬 75 2 67 118




北　星　論　集（経） 　第 55 号　第１号（通巻第 68 号）
（ 1）　以上，陸軍の派遣に至る過程は，江口圭
一『昭和の歴史　4　十五年戦争の開幕』（小
学館，1982年）120〜126頁，『太平洋戦争
への道』2（朝日新聞社，1962年），128〜
129頁による。
（ 2）　「上海付近ニ兵力派遣ニ関スル命令伝宣
済ノ件通牒」（アジア歴史資料センター，
C01002772400）
（ 3）　以下，日本軍の兵員と装備は，「（第1次）
上海事変ニ於ケル第九師団行動ノ概要」（森
川資料　C14030571400）第1章第1款，「上海
事変戦闘詳報　上海付近の会戦　第9師団」
（C13050041800）第1章第1款による。
　　ちなみに，上海事件後の1935（昭和10）年
の第9師団歩兵連隊の平時における保管兵器
表によれば，見習士官軍刀，32年式軍刀，
30年式銃剣，38式歩兵銃，14年式拳銃，11
年式軽機関銃及び同装備品，92式重機関銃
及び同装備品，11年式平射歩兵砲及び同弾
薬箱，11年式曲射歩兵砲及び同弾薬箱，10
年式擲弾筒，89式重擲弾筒，38式機関銃・
11年式平射歩兵砲・11年式曲射歩兵砲駄馬
具，双眼鏡，砲隊鏡，観測鏡，93式野戦軽
測遠機，ラッパ，大隊旗，擬製弾，職工具，
歩兵連隊演習器材であった（「陸軍平時編
成中特別規定細則ニヨル兵器定数表ノ件」
（C01004231600）。したがって，歩兵連隊の
装備は，軍刀と銃剣，38式歩兵銃，軽機関
銃，重機関銃，擲弾筒，歩兵砲が標準であ
り，上海事変においても装備の形式は同様
であったことがわかる。
（ 4）　上海事変で使用された曲射歩兵砲とは，
もともと第1次大戦での塹壕戦での経験から
開発され，砲弾は曲射弾道を持って障害物
を超えて敵の頭上に落下命中する。日本軍
でも，同様の目的で，歩兵が携行できる軽
火器として計画され，大正11（1922）年に
制式となり，歩兵大隊に装備された（『日本
陸軍兵器集』1979年，107頁）。
（ 5）　擲弾筒とは，日本陸軍が装備していた個
人用携帯火器で，花火筒のような小さい円
筒から命中精度の高い榴弾を発射すること
で注目された。構造的には小型の迫撃砲で
あるが，重量が3〜5㎏と軽量であり，歩兵
が片手で持って戦場を移動できる簡便性は
日本陸軍独特のものであった（同上書，107
頁）。
（ 6）　この時点では，すでに41年式山砲が制式
化されていたが，31年式が装備されたのは，
41年式よりも軽量で，上海のようにクリー
クの多い場所では移動に便利だったかもし
れない。ただ，『上海事変』（1932年）とい
う書物には，戦場で使用された山砲の射程
距離は6000mとあり（同書，317頁），これ
は41年式の射程距離である（前掲『日本陸
軍兵器集』によれば6300mとある）。
（ 7）　以上，第9師団と第24混成旅団への軍需品
の交付については，「中支那派遣諸隊ノ補給
交通衛生に関する件通牒」（C01002775300）
（ 8）　第19路軍の装備については，別の資料で
は，第60・61・78師の3師体制で，兵数3万
3500，機銃2万7500，機関銃72，山砲24，迫
撃砲40という数字がある（陸軍省調査班「陸
兵派遣より2月27日頃に至る上海方面の状況
　昭和7年2月29日」（A03023742000）。
（ 9）　「上海派遣軍司令官代理　植田謙吉　上海
派遣軍状況報告」（C04011341700）
（10）　「上奏書ノ件報告　歩兵第24旅団長　下元
熊弥」（C04011234000），「上海事変経過の概
要」（C13050033700）
（11）　2月22日の廟巷鎮攻略において，第24混
成旅団の工兵小隊の突撃がいわゆる「爆弾
三勇士」である（「廟巷鎮ニ於ケル混成第
二十四旅団ノ戦闘」C11111977900）。
（12）　「支那時局報　第33号　上海事件続報　自
2月20日至2月22日」（C09123202800）
（13）　前掲「第9師団上海事変戦記」
（14）　陸軍省調査班「上海事件に於ける第11師
団戦記　昭和7年4月8日」（A03023773100）
（15）　当時，中華公使であった重光葵は，3月3
日の停戦を強く主張した。その理由は，同
日には前年9月18日以来の満州事変を裁決す
る国際連盟の総会が開催されることになっ
ていたからである。重光は，当日早朝，上
海派遣軍司令官白川義則を訪問して停戦命
令を出すように説得し，白川も了承した（重
光葵『外交回想録』中公文庫，2011年，169
〜175頁）。
（16）　以上，第3次攻撃から戦死傷者数，復員完
結に至る叙述は，前掲「上海派遣軍状況報
告」による。なお，上海派遣軍司令官代理
（当初の司令官白川義則は，戦闘が終結して
停戦協定が調印される直前の4月29日，上海
での天長節祝賀会場で爆弾を投げつけられ
て負傷し，5月26日死亡）で，第9師団長の
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「満州事件費」はどのように使われたか（3）
植田謙吉は，事変後の「言上」で，事変の
戦死者は636名，戦傷者は1789名に達したと
報告し，この死傷者の総兵数に対する比率
17.8％は，日露戦争における遼陽会戦に匹敵
するとした。さらに，第35連隊（富山）第1
大隊は将校の6割を，同連隊第2大隊は下士
官兵の4割を失ったと報告している（「言上」
C13050055700）。
（17）　「上海事件に於ける第十一師団戦記　昭和
7年4月8日　陸軍省調査団」（A03023773100）
（18）　以下，第14師団の動員や配置，活動，満
州への転進については，「第十四師団司令
部　第十四師団上海方面作戦経過ノ概要」
（C13050040600）による。
（19）　「上海事変経過の概要」（C13050033700）
（20）　同「満州事件費使用方ノ件」
（C04011202900，C04011203000）
（21）　同「満州事件費使用ノ件」　
（C04011295300）
（22）　同「満州事件費使用方ノ件」　
（C04011410000）
（23）　同「満州事件費使用方ノ件」
（C04011227400）
（24）　同「満州事件費使用方ノ件」
（C04011250700）
（25）　同「満州事件費使用方ノ件」
（C04011315800）
（26）　1931年4月時点で第11師団は，師団司令部
（善通寺），歩兵部隊として歩兵第12連隊（丸
亀），第22連隊（松山），第43連隊（徳島），
第44連隊（高知）の4個連隊を擁し，その他
に騎兵第11連隊，山砲兵第11連隊，工兵第
11大隊，輜重兵第11大隊（衛戍地は全て善
通寺），善通寺憲兵隊，衛戍病院（各連隊本
部地に所在）によって構成されていた（「第
11師団将校同相当官高等文官職員表　昭和6
年4月1日調」　C13070911000）。
　　表2の第11師団の増派部隊は，歩兵4個連隊
と騎兵第11連隊中の第1中隊，山砲兵第11連
隊，工兵第11大隊中の1中隊，輜重兵第11大
隊であるが，歩兵連隊が全て動員されたか
どうかは不明である。
（27）　「明治44年以降昭和6年迄陸軍兵器本廠歴
史付録」
（28）　「昭和8年5月　関東軍野戦兵器廠職員名
簿」（C14030548900）
（29）前掲「明治四十四年以降昭和六年迄陸軍兵
器本廠歴史　附録」
（30）　造兵廠の会計制度については，さしあた
り，皆川國生「陸軍造兵廠作業会計小論」（『商
学論集』第59巻第4号，1991年）を参照。
（31）　陸軍造兵廠「昭和2年2月　兵器定価改正
価格表」（C01001007400）

